兼松男女賃金差別裁判へ公正な判決を求める要請書への

賛同のお願い　　

総合商社である兼松に働く女性６名が、コース別（職掌別）賃金体系は男女差別であると、１９９５年９月２６日、東京地裁に提訴しました。

　兼松は１９８６年均等法が施行される前の賃金体系は、男女別年功序列賃金体系でしたが、今後は均等法違反になるということで、コース別人事制度を導入し、従前の男女別賃金を「職掌別」賃金によみかえ、単純に男性は一般職、女性は事務職にと一律に移行し、職務の分析もせず希望を聞くこともなく、男女を振り分けました。

　　　　
兼松女性差別賃金裁判は３月２７日に高裁にて結審しました。　この事件は女性であるがゆえの低い賃金と、男性と同じ価値の仕事をしていても｢補助の烙印｣をおされ、明白な差別の違法性を、偽装されたコース制によって隠蔽しようとしたものです。原告らは多くの女性たちとともに、入社当時（昭和30年代）から女性賃金差別の是正を求めてきました。

しかし、本年６月２８日に出された昭和シェル石油事件高裁の判決では、均等法以前の女性たちの職務は「補助的・定型的業務」であったとの認識を示し、当時の格差は仕方がないとしました。この高裁の裁判長は、兼松男女賃金差別裁判の裁判長と同じ人です。この裁判長の判断が、兼松の判決に重大な影響を与えます。女性たちの今までの運動を無に帰すことがないように司法の時代制約論を打ち破らねばなりません。

私たちは今、裁判所に対し公正な判決を出すよう要請書を作成し、多くの賛同者名を記載して裁判所に提出する活動を行っています。ご協力お願いいたします。

要請書に賛同してくださる方は　氏名・肩書き（職業等）を下記宛に送ってください。

裁判所への要請書に記載させていただきます。

（Ｅメール・ＦＡＸ・郵送どれでも結構です。）

Ｅメール　　：　ysakai@diana.dti.ne.jp
ＦＡＸ　　　：　０４７－３９６－６０２７（本間）

郵　送　　　：　〒１３３－００５１

　　　　　　　　東京都江戸川区北小岩７－５－４

　　　　　　　　牛尾　規子　　　　　　　　　　　　　　2007年8月

　締め切り　9月末日　　　　　　　　　　　　　　　　兼松女性差別裁判原告

　　　　　　　　　　兼松の裁判を応援する「是正の会」

―――――――キ――――――リ――――――ト――――――――リ――――――――

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2007年９月　　日

私は高裁裁判長宛の２００７年８月付け「兼松男女差別裁判に公平な判決を

求める要請書」に賛同します。

　　　　　　　　　氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　肩書き（職業）：　　　　　　　　　　　　　　

